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1. 緒言 

近年では端末内臓の GPSなどのセンサを用いたナビゲー

ションサービスが増えつつある.しかし,端末や周囲の環境

によってナビゲーションシステムには誤差が生じる.それら

の問題を解決するために従来の研究では,無線 LAN や携帯

基地局からの電波強度を利用し,現在位置を推定するシステ

ム[1],ユーザの現在位置の測定精度を向上させるためにユ

ーザに様々なセンサを取り付ける手法[2]が提案されている.

このように快適なナビゲーションを行うため,測定精度の向

上を目的とした様々な研究行われている. 

従来のナビゲーションシステムでは,ユーザが目的地に到

達するまでの経路を提示する手法が多い.しかし,実際に屋

外におけるナビゲーションの誤差が不十分な場合,目的地ま

での経路を提示する手法は余計な混乱を招く恐れがある.た

とえば,地図上に表示された自身の現在位置が突然別の場所

に移動するという現象が発生した場合,ユーザは自身の現在

位置を目視によって確認しようとするだろう.それはユーザ

が目的地までの手がかりを見失うということであり,小さな

路地や高層建築物に囲まれた都市などでは目的地までの誘

導が困難になりやすい 

以上のことを踏まえると,経路を提示することで目的地ま

で誘導する従来のナビゲーションでは,測定精度の問題を解

決しなければ確実にナビゲーションが行えないということ

になる. 

それならば,ユーザが目的地に到達するための手がかりを

方角のみにすることで、測定誤差による混乱を回避できる.

デジタルコンパスから取得したセンサ情報から目的地の方

角を LED インジケータによって,色および輝度情報で提示

しつづけることで,ユーザを目的地に誘導するウェアラブル

デバイスを提案する.このウェアラブルデバイスとは傘や帽

子などのモノに取り付けて利用することを想定している.今

回の報告では,提案したウェアラブルデバイスの試作を通し

て,デバイスの取り付け位置や情報の提示方法など,実際の

利用を想定したデバイスの評価と考察結果について述べる. 

 

2. 研究の目的 

本研究は現状の問題点を解決するために,目的地までの経

路を提示するナビゲーションを排除することで,現在位置を

見失うという混乱を防止する.そして,ユーザが足を止める

ことなく目的地に到達するために,直感的に誘導できるシス

テムを実現する.そのため,ユーザを目的地に誘導するため

の手がかりとして,目的地の方角のみをユーザに視覚的に提

示する.そして,実現に必要な要素を明らかにするため,ウェ

アラブルデバイスの試作と考察を行った. 

 

3. 仕様と構成 

本研究で試作するデバイスは目的地の方角をユーザへの

手がかりとして視覚的に提示するデバイスである.現在普及

しているスマートフォンや+カーナビで用いている表示機

器には液晶ディスプレイ(LCD)が利用されている.しかし,今

回試作するデバイスは目的地の方角と距離を LED の色や

輝度の差を用いて表現する. 

ユーザへ目的地の方角を提示するには,ユーザの現在位置

とユーザ自身が向いている方角の情報が必要である.ユーザ

の現在位置はスマートフォンに搭載されている GPSが利用

できるが,ユーザがスマートフォンを手に持った状態でなけ

ればユーザがどの方角を向いているか測定が難しいため,今

回は試作するデバイス本体にコンパスモジュールを組み込

むことで方角検出機能を実装する. 

システム全体の構成は大きく分けると,現在位置と目的地

の情報を取得するスマートフォン,ユーザの正面方向を検出

するコンパスモジュールと制御ハード,取得した情報を元に

目的地の方角を提示する LEDインジケータで構成される. 

図１にシステムのイメージ図を示す. 
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図１ システムイメージ 
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図２にデバイスの構成を示す. 図中の①が目的地と現在

位置の情報を取得するスマートフォン,図中の②がデバイス

の本体.図中の③が LED である.デバイス本体(図中②)はス

マートフォン(図中②)とシリアル通信を行い,デバイスは取

得した現在位置と目的地,方角の情報を元に各方角に対応す

る LED インジケータ(図中③)がユーザの現在位置から見た

目的地に対応する方角の LED を点灯させることでユーザ

への視覚提示を実現する. 

 

 

 

 

4. デバイスの試作 

デバイスには Arduino とハネウェル社の 3 軸高感度地磁

気センサ HMC5883L,視覚提示に Worldsemi Co.,Limited の

フルカラーLED,WS2812B を搭載した LED モジュールを用

いた.ブレッドボード上に回路を作成して動作の検証を行い,

その後ユニバーサル基板上に回路を実装した.実装後に PC

とデバイスを接続し方角の検出機能と LED による視覚提

示機能の動作検証をした.動作検証の様子を図３に示す. 

 

 

 

 

試作したデバイスで動作の確認及び検証を行った結果,視

覚提示システムの基本原理であるユーザの向いている方角

の取得,及び指定した目的地の方角を常に提示し続ける機能

をデバイス側で実現できることが確認できた. 

5. 今後の課題 

今後の課題は,デバイスとスマートフォンの通信を行うア

プリケーションの作成がまずあげられる.そして実際に目的

地の座標情報を元に方角検出を行い,目的地への誘導が行え

るか検証することが必要である.さらに,ユーザが実際にデ

バイスを装着して利用するためには,装着することが負担に

ならないように小型化,軽量化などの配慮が必要になると考

えられる. 

 

6. 結言 

本研究ではユーザに目的地の方角のみを提示する LED

による装着型ナビゲーションを提案した.このシステムによ

り,ユーザを様々な環境下において,確実に目的地に誘導す

るナビゲーションシステムの実現が期待できる.そこで,方

角の視覚提示機能実装.及び,実際の利用を想定したデバイ

スを試作し,検証を行った.その結果,視覚提示システムの基

本原理であるユーザの向いている方角の取得,及び指定した

目的地の方角を提示し続ける機能をデバイス面で実現でき

ることを確認した. 

しかし,表示機能の改良やデバイスの取り回しなど実用化

に必要な課題が残っており,今回実装できなかったアプリケ

ーションの機能も今後実装しなければならない. 
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図２ デバイスの構成 

図３ 動作検証の様子 
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